
県南地 方 に 発. 生した 登熱 期 の具 状 水 稲 乗 枯 れ の 発 生 原 □ と対 応 策

農 試  県 南 分 場

1 、 背 景 とね らい

昭和 5 9 年、6 0 年に 県百 部 の 北 上 川 下 流 地 帯 で 、8 月 中旬 以 降急 激 に止 葉 や 上 位 葉

の素先 か ら責 化 が は しま りヽ次 第 に案身 全 体 が 枯 れ 、登 熱 を悪 化 させ る 傾 向 が  ら

れた 。

これ らの 発生 原 因や 登熱 に対 す る影 響 、そ の 対 応技 術 につ いて不 明 を 点 が 多 か つ

たが 、昭和 5 9 年、6 0 年にわ た つて これ らの 解 析 と若 子 の 対 応 策 を検 討 した の で 、参

考 に供 した い 。

2 、 技 術 内容

1 ) 乗 結れ 発生 の 実 ほ と水 稲 へ の 影 客

昭和 5 9 年に お け る案 枯 れ は 出種 がや や 早 い国 場 で 出種 後 1 4 ～1 5 日頃 の 8 月 2 0 日頃

か ら発生 し、止 素 か ら下 位素 にむ か らて 、 また 素 の 先 端 か ら基 部 に 費 化 、枯 上 が り

が親 め られ 、書 しい場 合 には 褐 色 を三 し、筒状 にな つた 。    ｀

北 上 川下 演 々域 の 北 上 市 、江 刺 市 、水 沢 市 、前 沢 町 、一 関市 の 排 水 不 良 臼や 砂 質

の低地 力 水 田 を 中心 に発生 が 確認 され た 。

昭和 6 0 年に も同地 域 や千 匠 地 方 に も発生 が 確 認 され た 。千 屋で は玄 米 の 収 量 低下

及び 屑 米 の増 加 が 初 め られ 検 査 等 級 も低下 した が 、他 の 地 域 で は 昭 和 5 9 年よ りE 学

で あ り、玄 米 に対 す る彰宰 も少 な か つた 。

2 ) 葉 枯れ 発生 の 原 因

( 1 ) 気 象 的要 因

昭 和 5 9 年は ' 月 下 旬 か ら連 続 して 3 0 ℃以 上 の 最高 気 温 及 び 高 夜 温 , 多 照 が 続

き、 7 月 は 7 日 間 、 8 月 は 2 1 日間 真 夏 日が 出現 した 。

一 方 、温 度 も最 小 温 度が 3 5 ヽ1 0 % と な り、過 乾 状騒 とを つた 。昭 和 6 0 年度 も 7 月

4 半 旬 以 降 、最 高 気 温 が3 0 ℃以 上 とな り、 9 月 上 旬 まで 高 温 で 、湿 度 も3 0 % 程 度 ま

で 低下 して い る 。

この よ うば両 年 と も頼 似 した 気 象 経過 を示 して お り、水 稲 の ホ 分 吸 収 と霧 散 、栄

髪生 理 的 なパ ラ ンス が くずれ 、老 化 が早 ま つた と判 断 で きる 。

( 2 ) 土 壌 的 要 囲

素枯れの発生 したガt 田の土壌には 2 タ イアがあ り、それぞれの原因が認ゅ られる

①浅耕土で耕室層が硬 く、砂れ き質下層土の場合

これ らの土塩条件の もとでは根の伸長不良や土壌養分の落脱による地力低下によ

って 、稲 が 栄表 不 足 にな り老 化 を促進 した 。

の 地下 水 位が 高 く排 水 不 員 で 構 わ ら施 用 日 の場 合

稲 わ らの 施 用 や コ' 水不 良等 に よ つて 薄 ホ 期 にお いて も 、強 還 元 状 悪 にを つて い る

湿 田で あ る 。

この ため 、連 続 した 高 法 に よ つて異 常還 元 にな り、棋 ぐされ を生 し、養 水 分 の

吸 収 が 限害 され 気 象 的要 因 と重 を つて 葉 枯 れ が 発生 した .
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( 3 ) 生 理 的 要 因

以上 の よ うを不 良 条 件 に よ つて 、本 構 の 地 上 部 、地下 部 と も障 害 を受 け 、表 水 分

の 吸 収 阻害 に よ つて 稲 体 の N 濃 度 も葉枯 れ の 発生 した 稲 で は 低下 した 。

これ らか ら、活 性 の高 い上 位素 か ら枯 上 が りが進 ん だ と判 断 され た 。

以上 の 影 響 に よ つて生 した 葉 枯 れ は 、登 熟 初 期 か ら中期 の溝 粉 合 成 を阻 者 し、昭

和5 9 年は乳 自粒 や 腹 白社 が 増 加 し千 粒 重 を低下 させ た 。又 、昭和 6 0 年に も養 分 の

移 行 騒 害 も と もな つて 奇 形 粒 等 を増 加 させ た .
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囲 1  発 生 機 構 囲

3 ) 対 応策

( 1 ) 基 本 的 には 砂 れ き質土 壌 の肥 沃 化 や 透 水 性 を高 め る こ とが 必 要 で あ るが 、

当面 溝 切 り等 に よ つて 表 面 排 水 に もつ とめ る こ と.

( 2 ) 7 ヽ 8 月 に異 常高 温 が 続 き例 年 根 ぐされ 等 が 発 生 しや す い水 田や 地 力 の 低 い

水 日で は 出穂 期 以 降 稲 体 の N 濃 度 が 急 激 に低 下 しな い よ う追 肥 等 の対 応 を行 う。

( 3 ) 発 生 時 の 緊 急 対 応 策 と して 、葉 枯れ 発生 確 認 後 直 ち に尿 素 ス は N K 化 成 で

成分 0 . 2  k g / a 相″当ユ を追 肥す る .

これ に よ り腹 白 、手L 自 、奇 形 粒 子減 少 させ 、千 粒重 の 低下 を防 ぐこ とが で き る 。

異 常棄 枯れ に よ る品 質へ の 影 客 と這 肥 打 舜 の効 果 ( 1 . 7口)

= 活 な し
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3 指 導上 の留意 事 項

1 ) 道 水 の悪 い水 田で は 、表 再 排 水 や 間 断 排 水 等 、適 切 を水 官

出種以降急激に, た効低下しをい
2 ) 寮 枯れ が生 した 水 田で は 、

用率地 力維持 につ とめ る こ と .

3 ) 出 穫 2 0 日以 降 に棄 枯れ が発 生 した 場 合 に は玄 米 の 登 熟 も進

理 を 行 う こ と ・

ょ う深 耕 、 有 ほ 物 施

ん で お り 、 施 肥 効 果

が期待で きな い場合が あ る。

4 ) 玄 米品質の低下 は年次 に よつて品位項 目が果を るこ とがあ る。
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